
知っておきたい文化財 三和校区の主な文化財

三
みわき ょ う だ い せ き

和教田遺跡【未指定】

三和校区の文化財

龍
りゅうりんじもくぞうやくしにょらいざぞう

林寺木造薬師如来坐像付
つけたり

　龍
りゅうりんじやくしにょらいえんぎはんぎ

林寺薬師如来縁起版木

【市有文】（財津町）
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　三和校区は日田市北東部、小野川と市ノ瀬川などが合流した花月川の上中流域にあり、

川を中心とした低地には住宅地や水田が広がる田園地帯です。また周りを囲む台地では大

規模な畑作が行われ、スイカや梨、冬は白菜の一大産地となっています。校区内を国道

２１２号線が南北に貫き中津市山国町へと続く、日田の北の玄関口でもあります。明治８

年に羽野・用松・財津の３村が合併して三和村に、藤山・秋原・台・伏木・市瀬の５村が

合併して花月村になり、その２つの村が明治２２年にさらに合併して三花村となりました。

そして１９４０（昭和１５）年に西有田や高瀬などほかの村などと合併して日田市となり

ました。現在は清水町や財津町など９つの町で構成されています。

　三和校区の歴史の特徴をあげると、まず市内でも最古級の旧石器時代（約３～１万２千

年前）の石器が千
ち く ら

倉ダムや竜
りゅうたいざん

体山などで見つかっています。弥生時代や古墳時代には小学

校付近で大規模なムラ（三
み わ き ょ う だ

和教田遺跡）が営まれ、つづく奈良時代には役人の持ち物であ

る円
えんめんけん

面硯が出土しています。付近には「郡
こおりまち

町」「刀
と ね ま ち

根町」などの地名が残り、このころの

日田の中心地のひとつだったようです。江戸時代には日田代官所（永山布政所）から中津

方面へ向かう幹線道路沿いの村として重要な役目を果たし、今に続いているのです。

　三和小学校のまわりにある遺

跡です。運動場そばで行われた

発掘調査では、弥生時代（約

１８００年前）や古墳時代（約

１４５０年前）のムラの跡が見

つかっています。

　特に弥生時代のムラはまわり

を大きな溝で囲み、吉野ヶ里遺

跡のような「環
かんごうしゅうらく

濠集落」と考え

られています。付近では縄文時

代（約３０００年前）の土偶も

出土しており、古くから人が暮

らしていたことがわかります。

　戦国時代頃、日田盆地の北部を治めていた財津長
ながとのかみながみつ

門守永満は武勇

に優れ、戦での手柄も立てましたが、当時の豊後の守護・大友氏の

怒りを買い、周
す お う

防（山口県）に逃
のが

れました。そこに霊
れいげん

験あらたかな

仏があると聞いて祈願し、罪をゆるされて帰国のときにその仏像を

捧げました。その仏像がこの如来像といわれます。像はカヤ造り、

高さ８３㎝。平安時代末期の作で、台座や光
こうはい

背などは後世のもので

す。将棋盤の裏にこの仏像の由来を彫った版
は ん ぎ

木は１７１１（明和８）

年作です。
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有田校区の主な文化財

耶馬溪（一部）【国名勝】

（東羽田町）

世
せ そ ん じ

尊寺木造薬師如来坐像・木造地蔵菩薩立像

木造仏像残欠【市有文】（諸留町）

知っておきたい文化財

有田校区の文化財

　有田校区は日田盆地の北部から東部へ東西に広がる地域で、北側は山地、南側は台地や平地

となっており、そこに有田川が東西に流れています。「有田」という名前は、古代日田郡五郷

のうちの一つ、「在
あ り た

田郷」に由来します。明治２２年の町村制の成立の時に西有田村と東有田

村に分かれますが、西有田村は昭和１５年に日田町ほか５村と合併して日田市となり、東有田

村は昭和３０年にほか４村とともに日田市と合併して、現在まで続いています。

　有田では１万数千年前からの人々の生活の跡が見られますが、縄文時代から古墳時代にかけ

て、丘陵や丘陵の下、丘陵にはさまれた谷部などに多くの集落や墓が営まれたほか、須ノ原台

地の南側には、前方後円墳である城山古墳が築かれます。

在田郷の大部分に含まれるようなった古代には、その時代のものと考えられる町の坪、栗ヶ

坪などの地名が現在に残っており、玖珠へ通じる古代の道と推定されています。

　中世には諸留村を拠点とした師
もろどみ

富氏の名前や中世の終わりごろには大友義
よし

鑑
あき

に指名された八

郡老の１人で有田川下流域の右岸一帯を拠点とする石松氏の名前を見ることができます。

　近世の有田校区は玖珠・森藩の久
く る し ま

留嶋氏の領地となり、日田代官所（永山布政所）と森藩

を結ぶ道が通り、人々の行き来でにぎわっていたと思われます。

90

　耶馬溪は中津市を中心とした

東西４０ｋｍ、南北３５ｋｍの

範囲を指します。火山の活動に

よる溶岩などが削られて作られ

た、山や岩の壁、川などの独特

の自然風景をみることができま

す。日田市内では一
み お や ま

尺八寸山の

一部がその範囲に入っていま

す。

　世尊寺は有田を治めた師富氏の居館の近くにあったといわれ

る寺で、現在はその跡に小さなお堂が建っています。これらの

仏像はお堂の中に納められています。２体とも背中に舟形の光

背と台座があり、薬
やくしにょらい

師如来は座り、地
じ ぞ う ぼ さ つ

蔵菩薩は立ち、ともに高

さは３５ｃｍ前後です。像だけの高さは薬師如来像が１６．３

ｃｍ、地蔵菩薩像は１８．８ｃｍです。

　光背裏と台座の墨書きから１５４７年（天文１６）年１０月

に、師富氏が７歳で亡くなった子どものために世尊寺内に建物

をたて、その本尊として納められたことがわかります。
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　耶馬溪は中津市を中心とした

東西４０ｋｍ、南北３５ｋｍの

範囲を指します。火山の活動に

よる溶岩などが削られて作られ

た、山や岩の壁、川などの独特

の自然風景をみることができま

す。日田市内では一
み お や ま

尺八寸山の

一部がその範囲に入っていま

す。

　世尊寺は有田を治めた師富氏の居館の近くにあったといわれ

る寺で、現在はその跡に小さなお堂が建っています。これらの
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知っておきたい文化財

小野校区の主な文化財

夫婦岩観音

【未指定】

（殿町）

小野校区

　小野川の阿蘇 4火砕流堆積物

　及び埋没樹木群【国天記】（鈴連町）

阿蘇４火砕流の日田方面への流れ

93

　阿蘇カルデラ (阿蘇山 )は、過去に４回の大規模な

噴火活動を引き起こし、現在私たちが見ることのできる

阿蘇カルデラを形づくったのが今から９万年前の阿蘇

４火
かさいりゅう

砕流です。その規模は４回の噴火の中で最も規模

が大きなものでした。この時の火砕流により、九州島

の多くの木々をなぎ倒し、また４００℃を超える熱風

によって、自然環境を一変させました。平成１８年、

小野川の発掘調査により火砕流による堆
たいせきぶつ

積物と埋没樹

木群が見つかりました。調査の結果、小野川から見つ

かった埋没樹木群は、火砕流によってなぎ倒された森

林が、火砕流によって運ばれてきて堆積したものでし

た。樹木群はヒノキ科・スギ・トウヒ属 (マツ )の針

葉樹を主体に、オニグルミ・ブナ属・ニレ属など１０

種類の広葉樹でした。この調査により阿蘇４火砕流

の発生時期や経路、

その威力や災害状

況、当時の森林構

成などが明かにな

りました。

　夫
めおといわ

婦岩観音は、今から約７６０万～４８０万年前

( 新第三紀中新世後期～鮮新世初頭 ) にかけて、火

山活動による堆積物で形成された奇岩です。小野川

上流では、九州の火山活動が本格化していく過程を

示す地質がよく残されています。　

小野校区の文化財

小野谷（白丸が、小野川の阿蘇４火砕流推積物

と埋没樹木群の発見場所）

阿蘇 4火砕流堆積物内で発見された多量

の埋没樹林群

　小鹿田焼【国無文】

　小鹿田の里、池ノ鶴【国文景】

溝口神社 (上小竹天満宮 )【未指定】

夫婦岩観音 ( 小野川上流部の火山活動跡 )【未指定】

精米用箱水車【市有民】

小野川の阿蘇 4火砕流堆積物及び埋没樹木群【国天記】

戸山神社（彦山別社）【未指定】

① -1

②

③

④

⑤

⑥

添田市

① -2

　小野川流域の源
もとえまち

栄町・殿町・鈴
すずれまち

連町・三河町から構成される小野校区は、日田市最北部に

位置し、北は岳
が く め

滅鬼
き さ ん

山・仏
ぶ く

来ノ
の や ま

山などを境に福岡県田川郡添田町、大分県中津市山国町と接

しています。中世の頃、小野校区北部は大
おおひの

肥荘
しょう

に含まれていたと考えられています。

　三河町には戸
と や ま

山山頂にある英彦山別社の戸山神社上
じょうぐう

宮の遥
ようはいじょ

拝所である下
げ ぐ う

宮 ( 戸山神社 )が

あります。鈴連町では、小野川を利用した水車が見られ、精米用箱水車など現在も稼動して

いるものが見られます。殿町にある溝口神社は、上
かみ

小
こ た け

竹天満宮ともいわれており、日田郡八

郡老の１人、佐
さ と う

藤山
やましろ

城守
のかみ

の時に造築されたという言い伝えがあります。源栄町では江戸時代

の中期に開
かいよう

窯され、約 300 年の歴史を持つ小
お ん た や き

鹿田焼があり、陶土を粉砕する唐
からうす

臼 ( 水車の一

種 ) の音が響きわたっています。

　小野校区の大部分は杉などの山林地帯で、中央部北から南に流れる小野川に沿った細長い

谷間に農家が点在しています。水田もみられますが、ナシの栽培が盛んで、上質の二十世紀・

新世紀・晩
ばんさんきち

三吉などが有名です。また北部の源栄町は、耶馬日田英彦山国定公園指定区域に

属しています。広域農業開発事業として、乳牛飼育を主とする小野尾
お と

当団地・河
かわうち

内団地の開

発がされています。

知っておきたい文化財 小野校区の主な文化財

小野校区の文化財

小鹿田焼の里【国文景】（源栄町皿山・池ノ鶴地区）

戸山神社【未指定】

（三河町）

92

　日田市の最北端、大分県と福岡県との県境に位置します。小鹿

田皿山・池ノ鶴地区は、北に彦山を控え、耶馬日田英彦山国定公

園の南西部になります。皿山地区では、周辺の山から採取される

陶土を利用した小鹿田焼の生産が行われています。水の力を利用

して動く唐臼を用いて、周辺の山から採取した原土を粉砕し、水
すい

簸
ひ

・乾燥を経て小鹿田焼の元になる陶土を作ります。成形には

蹴
け

轆
ろ く ろ

轤が使われ、模様付けには刷
は け め

毛目・飛
と

び鉋
かんな

・櫛
く し め

目・指
ゆ び か

描き・

打
う ち か

掛け・流
ながしか

掛けなどを用います。燃料には周辺から産出される杉

材を用いて、伝統的な登り窯による焼成を経て焼物が完成します。

池ノ鶴地区では、急
きゅうしゅん

峻な斜
しゃめん

面に分布するプロピライト変
へんきゅう

朽安
あんざんがん

山岩

を利用した石積みの棚
た な だ

田が形成され、「除
よ

け」と呼ばれる独特の

水利システムによって営農が継続されています。「小鹿田焼の里」

は、水・土・木等の資源を活かした窯
ようぎょう

業や農業といった生
せいぎょう

業が現

在も続いており、皿山地区・池ノ鶴地区における生活の在り方を

示す重要な文化的景観です。

　標高７０６．８ｍの戸山を

ご神体とする神社です。平安

時代頃より、多くの人々の信

仰を集めていました。また江

戸時代には、日田代官所（永

山布政所）の鬼
き も ん

門 ( 陰陽道で

邪悪な鬼が出入りする方角と

して忌み嫌われた北東の方角

のこと ) に位置することか

ら、代官所からも保護されま

した。戸山山頂には上宮、中

腹には中宮があります。三河

町の戸山神社は下宮で、戸

山を拝むために設けられた

遥
ようはいじょ

拝所です。



知っておきたい文化財

小野校区の主な文化財

夫婦岩観音

【未指定】

（殿町）

小野校区

　小野川の阿蘇 4火砕流堆積物

　及び埋没樹木群【国天記】（鈴連町）

阿蘇４火砕流の日田方面への流れ
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　阿蘇カルデラ (阿蘇山 )は、過去に４回の大規模な

噴火活動を引き起こし、現在私たちが見ることのできる

阿蘇カルデラを形づくったのが今から９万年前の阿蘇

４火
かさいりゅう

砕流です。その規模は４回の噴火の中で最も規模

が大きなものでした。この時の火砕流により、九州島

の多くの木々をなぎ倒し、また４００℃を超える熱風

によって、自然環境を一変させました。平成１８年、

小野川の発掘調査により火砕流による堆
たいせきぶつ

積物と埋没樹

木群が見つかりました。調査の結果、小野川から見つ

かった埋没樹木群は、火砕流によってなぎ倒された森

林が、火砕流によって運ばれてきて堆積したものでし

た。樹木群はヒノキ科・スギ・トウヒ属 (マツ )の針

葉樹を主体に、オニグルミ・ブナ属・ニレ属など１０

種類の広葉樹でした。この調査により阿蘇４火砕流

の発生時期や経路、

その威力や災害状

況、当時の森林構

成などが明かにな

りました。

　夫
めおといわ

婦岩観音は、今から約７６０万～４８０万年前

( 新第三紀中新世後期～鮮新世初頭 ) にかけて、火

山活動による堆積物で形成された奇岩です。小野川

上流では、九州の火山活動が本格化していく過程を

示す地質がよく残されています。　

小野校区の文化財

小野谷（白丸が、小野川の阿蘇４火砕流推積物

と埋没樹木群の発見場所）

阿蘇 4火砕流堆積物内で発見された多量

の埋没樹林群

　小鹿田焼【国無文】

　小鹿田の里、池ノ鶴【国文景】

溝口神社 (上小竹天満宮 )【未指定】

夫婦岩観音 ( 小野川上流部の火山活動跡 )【未指定】

精米用箱水車【市有民】

小野川の阿蘇 4火砕流堆積物及び埋没樹木群【国天記】

戸山神社（彦山別社）【未指定】

① -1

②

③

④

⑤

⑥

添田市

① -2

　小野川流域の源
もとえまち

栄町・殿町・鈴
すずれまち

連町・三河町から構成される小野校区は、日田市最北部に

位置し、北は岳
が く め

滅鬼
き さ ん

山・仏
ぶ く

来ノ
の や ま

山などを境に福岡県田川郡添田町、大分県中津市山国町と接

しています。中世の頃、小野校区北部は大
おおひの

肥荘
しょう

に含まれていたと考えられています。

　三河町には戸
と や ま

山山頂にある英彦山別社の戸山神社上
じょうぐう

宮の遥
ようはいじょ

拝所である下
げ ぐ う

宮 ( 戸山神社 )が

あります。鈴連町では、小野川を利用した水車が見られ、精米用箱水車など現在も稼動して

いるものが見られます。殿町にある溝口神社は、上
かみ

小
こ た け

竹天満宮ともいわれており、日田郡八

郡老の１人、佐
さ と う

藤山
やましろ

城守
のかみ

の時に造築されたという言い伝えがあります。源栄町では江戸時代

の中期に開
かいよう

窯され、約 300 年の歴史を持つ小
お ん た や き

鹿田焼があり、陶土を粉砕する唐
からうす

臼 ( 水車の一

種 )の音が響きわたっています。

　小野校区の大部分は杉などの山林地帯で、中央部北から南に流れる小野川に沿った細長い

谷間に農家が点在しています。水田もみられますが、ナシの栽培が盛んで、上質の二十世紀・

新世紀・晩
ばんさんきち

三吉などが有名です。また北部の源栄町は、耶馬日田英彦山国定公園指定区域に

属しています。広域農業開発事業として、乳牛飼育を主とする小野尾
お と

当団地・河
かわうち

内団地の開

発がされています。

知っておきたい文化財 小野校区の主な文化財

小野校区の文化財

小鹿田焼の里【国文景】（源栄町皿山・池ノ鶴地区）

戸山神社【未指定】

（三河町）
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　日田市の最北端、大分県と福岡県との県境に位置します。小鹿

田皿山・池ノ鶴地区は、北に彦山を控え、耶馬日田英彦山国定公

園の南西部になります。皿山地区では、周辺の山から採取される

陶土を利用した小鹿田焼の生産が行われています。水の力を利用

して動く唐臼を用いて、周辺の山から採取した原土を粉砕し、水
すい

簸
ひ

・乾燥を経て小鹿田焼の元になる陶土を作ります。成形には

蹴
け

轆
ろ く ろ

轤が使われ、模様付けには刷
は け め

毛目・飛
と

び鉋
かんな

・櫛
く し め

目・指
ゆ び か

描き・

打
う ち か

掛け・流
ながしか

掛けなどを用います。燃料には周辺から産出される杉

材を用いて、伝統的な登り窯による焼成を経て焼物が完成します。

池ノ鶴地区では、急
きゅうしゅん

峻な斜
しゃめん

面に分布するプロピライト変
へんきゅう

朽安
あんざんがん

山岩

を利用した石積みの棚
た な だ

田が形成され、「除
よ

け」と呼ばれる独特の

水利システムによって営農が継続されています。「小鹿田焼の里」

は、水・土・木等の資源を活かした窯
ようぎょう

業や農業といった生
せいぎょう

業が現

在も続いており、皿山地区・池ノ鶴地区における生活の在り方を

示す重要な文化的景観です。

　標高７０６．８ｍの戸山を

ご神体とする神社です。平安

時代頃より、多くの人々の信

仰を集めていました。また江

戸時代には、日田代官所（永

山布政所）の鬼
き も ん

門 ( 陰陽道で

邪悪な鬼が出入りする方角と

して忌み嫌われた北東の方角

のこと ) に位置することか

ら、代官所からも保護されま

した。戸山山頂には上宮、中

腹には中宮があります。三河

町の戸山神社は下宮で、戸

山を拝むために設けられた

遥
ようはいじょ

拝所です。



大
明
校
区

	

大明校区

知っておきたい文化財大明校区の主な文化財

天満宮老松社【未指定】（大鶴町）

北山権
ごんげん

現　磨
まがい ぼ ん じ

崖梵字・宝
ほうきょういんとう

篋印塔【未指定】（夜明中町）

小月橋【未指定】（夜明中町）

関
せ き か し

河岸跡【未指定】（夜明関町）

94 95

平安時代、日田

を治めていた大蔵

氏は、大明地区一

帯を「大肥荘」と

して、太宰府天満

宮 の 祭 神 で あ る

菅
すがわらみちざね

原道真のお墓が

あった安楽寺に土

地を寄進していま

した。大鶴には下河内天満宮などの天満宮が多く残っており、

境内には土俵もあります。天満宮老松社は１１２３（保安４）

年に永季の子・宗季が造り、１２４２（仁治元）年に現在地へ

遷ったと伝わります。

室町時代ごろに造られたと考えられる石造物が残されてい

ます。絶壁の岩を四角に削って書かれた梵字は仏様を表してい

ます。近くには宝篋印塔があり供養のために造られたものです。

このほかにも小さな社や祠が点在しており、これらの信仰がい

つからはじまったのか定かではありませんが、日々の暮らしの

安全を祈願するために作られたと考えられます。この周辺は日

田から福岡へ抜ける街道沿いで、人の目に触れやすい場所だっ

たことも関係していると考えられます。

昔から日田から福岡へ向かう人々

の往来が多かったこの地に、１８４９

（嘉永２）年日田の掛屋・廣瀬家、千

原家・手島家や夜明の行徳家がお金

を出して石橋を作りました。廣瀬淡

窓も橋が完成したときに見に来られま

した。大きい方の歌詠橋（大月橋）は

まもなく洪水で流されてしまいました

が、小月橋は今も残っています。

日田・玖珠の幕府領で収穫され

た年貢米が一旦ここに集められまし

た。かつて大きな蔵があり、蔵所跡

もあります。村々の年貢の量が足り

ているかを役人と村の庄屋などが確

認しました。確認できた米は船で下

流へ運ばれ、長崎や大坂・江戸まで

運ばれていきました。
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386

386

212

211

東峰村

高井岳

三日月山

北方岳

田代山

畦倉山

堂床山
上宮山

高塚山

千倉ダム

ちくぜんいわや

だいぎょうじ

ほうしゅやま

おおつる

いまやま

よあけ

てるおか

夜明

川下

小迫

山田

鶴河内

宝珠山

萩尾公園

小鹿田

大鶴振興センター

場
役
村
峰
東

夜明振興センター夜明振興センター

石井小学校

日の隈小学

光岡小学校

朝日小学校

大明小中学校★★

①
大明校区の文化財

①井上家住宅（主屋等７件）【国登文】

②

②行徳家住宅【国重文】

③

④

⑤

⑥

⑦

③大肥吉竹遺跡【未指定】

④天満宮老松社【未指定】

⑤大肥遺跡【未指定】

⑥小月橋【未指定】

⑦北山権現【未指定】

⑧

⑧関河岸跡【未指定】

⑨井上酒造店舗兼主屋【国登文】

⑨



大
明
校
区

	

大明校区

知っておきたい文化財大明校区の主な文化財
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北山権
ごんげん

現　磨
まがい ぼ ん じ

崖梵字・宝
ほうきょういんとう

篋印塔【未指定】（夜明中町）

小月橋【未指定】（夜明中町）

関
せ き か し

河岸跡【未指定】（夜明関町）
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平安時代、日田

を治めていた大蔵

氏は、大明地区一

帯を「大肥荘」と

して、太宰府天満

宮 の 祭 神 で あ る

菅
すがわらみちざね

原道真のお墓が

あった安楽寺に土

地を寄進していま

した。大鶴には下河内天満宮などの天満宮が多く残っており、

境内には土俵もあります。天満宮老松社は１１２３（保安４）

年に永季の子・宗季が造り、１２４２（仁治元）年に現在地へ

遷ったと伝わります。

室町時代ごろに造られたと考えられる石造物が残されてい

ます。絶壁の岩を四角に削って書かれた梵字は仏様を表してい

ます。近くには宝篋印塔があり供養のために造られたものです。

このほかにも小さな社や祠が点在しており、これらの信仰がい

つからはじまったのか定かではありませんが、日々の暮らしの

安全を祈願するために作られたと考えられます。この周辺は日

田から福岡へ抜ける街道沿いで、人の目に触れやすい場所だっ

たことも関係していると考えられます。

昔から日田から福岡へ向かう人々

の往来が多かったこの地に、１８４９

（嘉永２）年日田の掛屋・廣瀬家、千

原家・手島家や夜明の行徳家がお金

を出して石橋を作りました。廣瀬淡

窓も橋が完成したときに見に来られま

した。大きい方の歌詠橋（大月橋）は

まもなく洪水で流されてしまいました

が、小月橋は今も残っています。

日田・玖珠の幕府領で収穫され

た年貢米が一旦ここに集められまし

た。かつて大きな蔵があり、蔵所跡

もあります。村々の年貢の量が足り

ているかを役人と村の庄屋などが確

認しました。確認できた米は船で下

流へ運ばれ、長崎や大坂・江戸まで

運ばれていきました。
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夜明振興センター夜明振興センター

石井小学校

日の隈小学

光岡小学校

朝日小学校

大明小中学校★★

①
大明校区の文化財

①井上家住宅（主屋等７件）【国登文】

②

②行徳家住宅【国重文】

③

④

⑤

⑥

⑦

③大肥吉竹遺跡【未指定】

④天満宮老松社【未指定】

⑤大肥遺跡【未指定】

⑥小月橋【未指定】

⑦北山権現【未指定】

⑧

⑧関河岸跡【未指定】

⑨井上酒造店舗兼主屋【国登文】

⑨



 

石井校区

知っておきたい文化財

逆
さかさまたに

谷橋【未指定】（高井町）

原の長者伝説

穴観音古墳【国史跡】（内河町）

石井神社銅矛【県有文】

（隈二丁目、日田 園山鉾会館）

石井校区の主な文化財
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　長者原台地北西奥に位置しています。古墳北側の崖面には横

穴墓群、周囲には５世紀代の石棺墓が多数発掘された長者原遺

跡があり、古代の墓地が広がっていた地域にあります。６世紀

末から７世紀初めごろの直径１９ｍの規模の円墳で、周囲には

溝が巡っていました。横
よこあなしきせきしつぜんしつ

穴式石室前室（遺体を収める手前の部

屋）側壁や玄室奥壁に装飾壁画が確認されています。

　赤と緑を使った円文、両手を広げた人物、鳥、船などが描か

れています。当地に残る原の長者伝説などから、日田の首長ク

ラスの人物であったと考えられます。

　国
くにつくりのみやっことばのすくね

造止波足尼を祭ったとされる石井神社のご

神体で、紀元前後頃の弥生中期末前後に造られた

青銅器です。矛とは中国の武器の槍先ですが、弥

生時代には祭器として司祭者が使っていたもので

す。この地区に有力な弥生集落があったことが想

像されます。どの場所から出土したかは定かでは

ありませんが、鎌倉時代に津江山の住人が掘り出

したとされる金
こんどうほこ

銅鉾２振りのうちの一つではない

かと伝えられる宝器です。

　大正２年頃に整備された豆田 -久留

米間を結ぶ鉄道である筑後軌道は石井

地区を通っており、ガランドヤ古墳付

近に駅があったとされます。当時の線

路を通す橋架で、日田の近代化を示す

数少ない遺産の一つです。

　長者原の地名の由来となった伝説

です。魔物に襲われた石井の豪族

（日
くさかべの

下部春
はるさと

里）の娘を筑後の国（久留

米付近）の草野太郎衛
え も ん

門が助けて魔物

を倒し、娘と結婚したという伝承で、

同じ伝承が久留米市草野にも残ってい

ます。

石井校区の文化財

210

386

高井岳

よあけ

高瀬

小山

内河野

石井

川下

浮羽町小塩

柚木

夜明振興センター

石井小学校石井小学校

光岡小学校

★

①
②

③

④

①筏場目鏡橋跡【元県有文（指定解除）】

②ガランドヤ古墳【国史跡】

③穴観音古墳【国史跡】

④内河野村古絵図【市有文】

⑤

⑤逆谷橋【未指定】

筏場目鏡跡

【元県有形（指定解除）】 ガランドヤ古墳出土品【県有文】（北友田三丁目：埋蔵文化財センター）

三隈川南岸の段丘上にある、盛土を失った３基の円墳のうち、

２基の横穴式石室の壁に装飾壁画が見つかった６世紀中頃から

後半の古墳群です。1号墳は直径２８．７ｍで、玄室（遺体を

収める部屋）の奥壁に赤と緑の顔料で同心円文や人・馬・鳥・

船などの模様が描かれています。２号墳は直径２３ｍで、玄室

全面を赤地に塗り、緑で同心円文や連続山形文、馬上で弓を引

く人物などが描かれています。３号墳は直径１０～１５ｍ程度

の小型で、赤い顔料のみが確認されています。

　石室からは葬られた人物の身分を物語る鏡や馬具、刀などの

貴重な副葬品が出土し、これらの出土物から、２号墳⇒１号

墳・３号墳の順番につくられたと考えられています。

　１８０６（文化３）年に内河野川

に掛けられた県内最古の石造アーチ橋

で、残念ながら、２０１２（平成２４）

年と２０１７（平成２９）年の豪雨で

流出しましたが、２００年以上残り、

当時の技術力の高さがうかがえます。



 

石井校区

知っておきたい文化財

逆
さかさまたに
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石井校区の主な文化財
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知っておきたい文化財 前津江校区の主な文化財

大野老松天満社旧本殿

【国重文】（前津江町大野）

前津江校区の文化財

大乗妙典経

（だいじょうみょうてんきょう）

）木柚町江津前（】文有市【

　この大乗妙典経 ( 妙
みょうほうれんげきょう

法蓮華経 )

は御前嶽神社に１７１５( 正
しょうとく

徳５

) 年に氏子が奉納したもので、妙

法蓮華経８巻からなります。古く

から御前嶽は霊山であり、山頂や

中腹の岩屋を山
さんがく

岳信仰の対象とし

て祀ってきました。

　赤石・大野・柚木から構成される前津江校区は日田市の南西部にあり、東から北にかけて

は大山町、北から西にかけては福岡県うきは市・同県八女市、西から南にかけては同市矢部

村と日田市の中津江村と接しています。中津江村境に渡
と が み

神岳（１１５０．２ｍ）、福岡県境に

釈
し ゃ か

迦岳（１２３０．８ｍ）・権
ごんげん

現岳（１２０９ｍ）、星野村境に熊
く ま ど

渡山（９６０．２ｍ）などの

高い山がそびえています。権現岳は御
ご ぜ ん

前岳ともいい、『日本書紀』景行天皇１７年条に「前

山を超えて」とあるのは御前岳のことと考えられています（日田造領記）。御前ヶ岳神社が

祀られ、山頂に上宮、中腹に中宮、柚木の田代には下宮が置かれています。秋分の日のお祭

りでは、１８４７（弘
こ う か

化４）年から大正時代末まで田代楽が奉納されていました。中世以来、

上津江・中津江とともに太宰府天満宮の荘園である「津江山」を構成していました。産業は

大正期から木材・木炭・茶・楮
こうぞ

などが主体で、のち日田杉の産出で知られるようになりまし

た。また現在は椎茸・トマトなど多様な農作物の栽培に取り組んでおり、畜産の振興や高山

植物・杉林などの観光資源が豊富です。
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　大野老松天満社は１０７

１(延久３)年に日田郡司の

大蔵永季が作ったといわ

れ、旧本殿は雪ヶ嶽城主で

あった長谷部山城守信安によって１４４８（長享２）年に再建さ

れたと伝わっています。

　この旧本殿は、本殿の正面の柱と柱の間(柱の間の空間)が三間

あり、本殿の前方の屋根が後方の屋根より長くなっています。ま

た正面の庇に高床を張って前室的な扱いをしています。この旧本

殿の構造を前室付三間社流造といい、九州でも最も古い中世神社

建築で国の重要文化財に指定されています。

えんきゅう ひ た ぐ ん じ

ゆ き が た け

はせべやましろのかみのぶやす ちょうきょう

さんげん

ひさし

ぜんしつつきさんけんしゃながれつくり

天井絵馬【市有文】

（前津江町柚木）

　柚木老松天満社の天井に

は、スギ板５５枚に描かれた

天井絵馬があります。この絵

を描いたのは、藤原種名で、

江戸時代に活躍した狩野周信

の一番下の弟といわれていま

す。絵馬の図柄には、草花や腕相撲をしている人、農作業をして

いる人、ひょうたんを抱える人、鶴、花木、鳥など様々な様子が

描かれています。書かれた時期は享保期(１７１６～１７３６)と

考えられますが、いつ柚木老松天満社に奉納されたかはわかって

いません。

ゆ う ぎ

てんじょうえま

かのうちかのぶ

きょうほう
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24
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21

20

18

19

17

⑭イチョウの木【市天記】

⑮十一面観世音菩薩坐像【市有文】

⑰先祖元・五輪塔【市有文】

⑯西雉谷笠塔婆附、石造塔婆【市有文】

⑱アカマツの木【市天記】

⑲モミジの木【市天記】

⑳年の神境内地伝、相垣越前守の墓【市史跡】

㉑木地師半兵衛・徳兵衛の墓【市史跡】

㉒御所跡と御所の谷【市史跡】

㉕小竹供養塔【市有文】

㉔宝筐印塔【市有文】

㉓菊池七人塚【市史跡】

伝
でんらいじ

来寺庭園【県名勝】

（中津江村栃野）

間
ま じ

地橋【市有文】

（中津江村栃野・合瀬）

津江校区の文化財

宮園津江神社の文化財（中津江村合瀬）

津江神社のスギと自然林

【県天記】（中津江村合瀬）

老松様の的
まと

ほがし祭
まつり

【県無民】

老松様の餅
もちつきまつり

搗祭【県無民】

知っておきたい文化財 津江校区の主な文化財

　津江校区は筑後川の上流域である上津江町と中津江村からなり、日田市の南端を占め、上津

江町は熊本県と、中津江村は熊本・福岡県と接しています。中津江村は江戸時代の栃
とちばる

原村・下
しも

野田村、梅野村・中西村がそれぞれ明治８年に栃
と ち の

野村・合
ご う せ

瀬村になり、その２村がさらに明治

２２年に合併して成立しました。上津江町は江戸時代の川
かわばる

原村と上
かみ

野田村が明治２２年に合併

して上津江村が確立し、平成１７年の合併で上津江町となりました。

　この校区は大部分が山林で占められており、ここに暮らす人々は、木・石・土といった豊

富な山の資源を使って暮らしてきました。中津江村では田
た の く ち

ノ口や八
やところ

所・梅野・宮園・小
お ぞ の

園・

丸
まるぞう

蔵・市ノ瀬など村のあちこちで地元の黒曜石などで作ったやじりや斧
おの

が見つかっています。

上津江町でも浦
うら

や西
にしきじや

雉谷をはじめとする町内各地で石器や縄文土器が見つかっており、両地区

とも数千年もの昔から人が生活していたことがわかります。また時代が下って平安時代の終わ

りごろになると津江一帯は安楽寺（＝現在の太宰府天満宮）の領地となり、その影響を受けて、

いくつもの神社が建てられました。深い山々に育まれた信仰や祭礼が、今も生活にしっかりと

息づいています。
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　 寺 伝 に よ る と 建

立 は １ ３ ３ ８（ 延

元 ３） 年 と も 大 永

年中（１５２１～ 1

１ ５ ２ ８） と も い

われ、現在の本堂は

１８３５（天保６）

年に再建されたもの

です。本堂のまわり

の雄大な石組や地形

の素朴さは数少ない中世の地

方庭園の例として貴重な資料

です。

　合瀬と栃野の境を

流れる梅野川にか

かる石造アーチ橋

で、１９２２（大正

１１）年、大山の石

工によりつくられま

した。中津江村では

唯一の石造アーチ橋

として、大山石工の

伝統的な技術を今に

伝える文化財です。

　宮園津江神社は１０２３（治安３）年に日隈信弘によ

り宮原に創建され、のちに宮園に移されたといわれます。

八所・中村とともに津江七社のひとつとなっています。

　参道などにあるスギは日田杉の元祖

といわれます。また本殿背後の境
けいだい

内林

には広葉樹ウラジロガシ、尾根部には

針葉樹ツガを主とする樹林が残ってお

り、スギ山に植林される前の本来の森

の状態を見ることができます。

　毎年４月１５日に行われる五穀豊穣や

家内安全を祈る祭です。竹と紙でつくっ

た的を神主が神前に供えて矛
ほこ

で突いたあ

と、神前から下ろして人々が的を射ます。

祭礼に使われた弓・矢・的は魔除けとし

て参拝者が持ち帰ります。

　もとは小麦の収穫を感謝する祭といわ

れ、蒸した小麦を木臼
うす

に入れ、餅搗き唄

を歌いながら回り搗きをし、神前に供え

ます。最後の一臼は神前に供えずに暴れ

搗きをし、終わると杵
きね

を折り、参拝者は

それを持ち帰って魔除けとします。
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⑭イチョウの木【市天記】

⑮十一面観世音菩薩坐像【市有文】

⑰先祖元・五輪塔【市有文】

⑯西雉谷笠塔婆附、石造塔婆【市有文】

⑱アカマツの木【市天記】

⑲モミジの木【市天記】

⑳年の神境内地伝、相垣越前守の墓【市史跡】

㉑木地師半兵衛・徳兵衛の墓【市史跡】

㉒御所跡と御所の谷【市史跡】

㉕小竹供養塔【市有文】

㉔宝筐印塔【市有文】

㉓菊池七人塚【市史跡】

伝
でんらいじ

来寺庭園【県名勝】

（中津江村栃野）

間
ま じ

地橋【市有文】

（中津江村栃野・合瀬）

津江校区の文化財

宮園津江神社の文化財（中津江村合瀬）

津江神社のスギと自然林

【県天記】（中津江村合瀬）

老松様の的
まと

ほがし祭
まつり

【県無民】

老松様の餅
もちつきまつり

搗祭【県無民】

知っておきたい文化財 津江校区の主な文化財

　津江校区は筑後川の上流域である上津江町と中津江村からなり、日田市の南端を占め、上津

江町は熊本県と、中津江村は熊本・福岡県と接しています。中津江村は江戸時代の栃
とちばる

原村・下
しも

野田村、梅野村・中西村がそれぞれ明治８年に栃
と ち の

野村・合
ご う せ

瀬村になり、その２村がさらに明治

２２年に合併して成立しました。上津江町は江戸時代の川
かわばる

原村と上
かみ

野田村が明治２２年に合併

して上津江村が確立し、平成１７年の合併で上津江町となりました。

　この校区は大部分が山林で占められており、ここに暮らす人々は、木・石・土といった豊

富な山の資源を使って暮らしてきました。中津江村では田
た の く ち

ノ口や八
やところ

所・梅野・宮園・小
お ぞ の

園・

丸
まるぞう

蔵・市ノ瀬など村のあちこちで地元の黒曜石などで作ったやじりや斧
おの

が見つかっています。

上津江町でも浦
うら

や西
にしきじや

雉谷をはじめとする町内各地で石器や縄文土器が見つかっており、両地区

とも数千年もの昔から人が生活していたことがわかります。また時代が下って平安時代の終わ

りごろになると津江一帯は安楽寺（＝現在の太宰府天満宮）の領地となり、その影響を受けて、

いくつもの神社が建てられました。深い山々に育まれた信仰や祭礼が、今も生活にしっかりと

息づいています。
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大山校区

大山町の古い地層と化石【未指定】

木造釈
しゃかにょらいりゅうぞう

迦如来立像【市有文】

（北友田一丁目、郷土史料館）

旧矢羽田家住宅【国重文】（大山町西大山）

森家五部大乗経【県有文】

（宇佐市：大分県立博物館）

②

大山校区の文化財
①木造釈迦如来立像【市有文】

②旧矢羽田家住宅【国重文】

③鳥宿神社鰐口【県有文】

  鳥宿山自然林【市天記】

  鳥宿神社「はだか参り」【市無民】

④森家五部大乗教【県有文】

　　

　大山校区は日田市中央部、阿蘇を源として日田盆地に向かって北に流れる大山川に沿って

広がる地域です。面積の約９割が山林で占められる山岳地帯で、大山川などの河川によって

つくられた険しく美しい渓谷がいたるところで見られることから、川沿いは耶馬日田英彦山

国定公園に指定されています。

　大山校区はもとは大山・鎌手・都
つ づ き

築の３つの小学校区でしたが、２０１２（平成２４）年

に合併して、全町で一つの大きな校区となりました。

　大山町で最も古い人類の痕跡のひとつに、旧大山小学校付近の中
なかがわら

川原遺跡があります。縄

文時代（約４，０００年前）の住居跡が見つかっており、その後の弥生時代や古墳時代にも

大きなムラが形成されていました。奈良時代や平安時代には、日田盆地南部の石井地区の一

部と見なされていたようです。戦国時代には、大友氏の家臣で直
なおいり

入町（竹田市北部）を本拠

としていた田
た き た

北一族の田北紹
じょうてつ

鉄が、大友氏の衰退に乗じて謀
む ほ ん

反を起こし、福岡県の秋
あきづき

月に逃

げる途中で討たれた場所として、松原ダムのそばにお墓が残っています。

知っておきたい文化財 大山校区の主な文化財

老松神社銅
どうほこ

鉾【県有文】

（北友田三丁目、埋蔵文

化財センター）

烏宿山の文化財（大山町西大山）

烏
からとまり

宿神社鰐
わにぐち

口【県有文】

鳥宿神社「はだか参り」【市無民】

大山校区の文化財
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　大山町のほぼ中央にある烏宿山は周囲の山から独

立したところです。そもそもは女人禁制の修験霊

場であり、山頂の烏宿神社は創建から１，０００年

以上の歴史をもつといわれます。神社周辺の自然

林は１５０種もの樹木が見られることから市の天然

記念物に指定されています。

　老松神社の宝物とされる

全長約７０㎝の銅鉾で、弥

生時代（約２，０００年前）

のものと考えられていま

す。箱書きには筑後方面か

ら奉納されたとありますが

出土地は不明で、鎌倉時代

（約７００年前）の歴史書

に記録のある「大山・津江

で出土した金銅鉾２本」の

うち１本とされています。

　鰐口とは神社仏閣のお堂の前に太い綱
つな

ととも

につるしてある鈴の一種で、お参りに来た人

が綱を振って打ち鳴らします。鈴を平たくつ

ぶしたような形です。表には「１４０９（応

永１６）年に文興という人物が奉納」、裏には

「１５０５（永正２）年に大蔵永家が新たに寄付」

したことが書かれています。

　霜月祭りの前日、毎年１２月１４日

夜に行われる、締め込み姿の男衆が参

道をかけ上がり五
ごこくほうじょう

穀豊穣や無病息災を

願う祭事です。江戸時代の大飢
き き ん

饉のと

き、参道の「御
み い け

池」の水を田にまくと

虫が発生せず、米ができ、餓
が し

死者が出

なかったことに感謝した地元の若者

が、裸で参拝したことに始まるといわ

れます。



大山校区

大山町の古い地層と化石【未指定】

木造釈
しゃかにょらいりゅうぞう

迦如来立像【市有文】

（北友田一丁目、郷土史料館）

旧矢羽田家住宅【国重文】（大山町西大山）

森家五部大乗経【県有文】

（宇佐市：大分県立博物館）

②

大山校区の文化財
①木造釈迦如来立像【市有文】

②旧矢羽田家住宅【国重文】

③鳥宿神社鰐口【県有文】

  鳥宿山自然林【市天記】

  鳥宿神社「はだか参り」【市無民】

④森家五部大乗教【県有文】

　　

　大山校区は日田市中央部、阿蘇を源として日田盆地に向かって北に流れる大山川に沿って

広がる地域です。面積の約９割が山林で占められる山岳地帯で、大山川などの河川によって

つくられた険しく美しい渓谷がいたるところで見られることから、川沿いは耶馬日田英彦山

国定公園に指定されています。

　大山校区はもとは大山・鎌手・都
つ づ き

築の３つの小学校区でしたが、２０１２（平成２４）年

に合併して、全町で一つの大きな校区となりました。

　大山町で最も古い人類の痕跡のひとつに、旧大山小学校付近の中
なかがわら

川原遺跡があります。縄

文時代（約４，０００年前）の住居跡が見つかっており、その後の弥生時代や古墳時代にも

大きなムラが形成されていました。奈良時代や平安時代には、日田盆地南部の石井地区の一

部と見なされていたようです。戦国時代には、大友氏の家臣で直
なおいり

入町（竹田市北部）を本拠

としていた田
た き た

北一族の田北紹
じょうてつ

鉄が、大友氏の衰退に乗じて謀
む ほ ん

反を起こし、福岡県の秋
あきづき

月に逃

げる途中で討たれた場所として、松原ダムのそばにお墓が残っています。

知っておきたい文化財 大山校区の主な文化財

老松神社銅
どうほこ

鉾【県有文】

（北友田三丁目、埋蔵文

化財センター）

烏宿山の文化財（大山町西大山）

烏
からとまり

宿神社鰐
わにぐち

口【県有文】

鳥宿神社「はだか参り」【市無民】

大山校区の文化財

102

　大山町のほぼ中央にある烏宿山は周囲の山から独

立したところです。そもそもは女人禁制の修験霊

場であり、山頂の烏宿神社は創建から１，０００年

以上の歴史をもつといわれます。神社周辺の自然

林は１５０種もの樹木が見られることから市の天然

記念物に指定されています。

　老松神社の宝物とされる

全長約７０㎝の銅鉾で、弥

生時代（約２，０００年前）

のものと考えられていま

す。箱書きには筑後方面か

ら奉納されたとありますが

出土地は不明で、鎌倉時代

（約７００年前）の歴史書

に記録のある「大山・津江

で出土した金銅鉾２本」の

うち１本とされています。

　鰐口とは神社仏閣のお堂の前に太い綱
つな

ととも

につるしてある鈴の一種で、お参りに来た人

が綱を振って打ち鳴らします。鈴を平たくつ

ぶしたような形です。表には「１４０９（応

永１６）年に文興という人物が奉納」、裏には

「１５０５（永正２）年に大蔵永家が新たに寄付」

したことが書かれています。

　霜月祭りの前日、毎年１２月１４日

夜に行われる、締め込み姿の男衆が参

道をかけ上がり五
ごこくほうじょう

穀豊穣や無病息災を

願う祭事です。江戸時代の大飢
き き ん

饉のと

き、参道の「御
み い け

池」の水を田にまくと

虫が発生せず、米ができ、餓
が し

死者が出

なかったことに感謝した地元の若者

が、裸で参拝したことに始まるといわ

れます。


	目次
	日田の自然と風土 　P6
	阿蘇山大噴火と日田　P6
	津江の自然　P8

	古代のひた　P10
	先史時代の暮らし　P10
	吹上のムラと環濠集落　P12
	コラム　金銀錯嵌珠龍文鉄　P14
	古墳時代のはじまり　P16
	前方後円墳の時代　P18
	装飾壁画の世界　P20
	古代の役所と石井駅　P22

	中世のひた　P24
	武士の登場と大蔵氏　P24
	コラム　大蔵氏の館　P26
	大蔵永季と相撲節会　P28
	津江山と大宰府天満宮　P30
	蒙古襲来と日田　P32
	日田の平安・鎌倉・室町時代　P34
	室町時代の日田　P36
	豊臣秀吉時代の日隈城　P38

	近世のひた　P40
	代官支配から幕府領地へ　P40
	日田代官と日田御役所　P42
	コラム　豆田・隈の町並み　P44
	江戸時代の交通　P46
	日田商人の活躍　P48
	農民の暮らし　P50
	豆田の町人文化　P52
	日田祇園と鵜飼　P54
	廣瀬淡窓と私塾咸宜園　P56
	日田林業の芽生え　P58

	近・現代のひた　P60
	日田の明治維新　P60
	コラム　筑後軌道　P62
	戦時下の日田　P64
	日田の大水害　P66
	将来の日田市　P68

	小学校区の文化財もくじ　P70
	小学校区の文化財　P70
	咸宜校区の文化財　P72
	桂林校区の文化財　P74
	日隈校区の文化財　P76
	若宮校区の文化財　P78
	三芳校区の文化財　P80
	高瀬校区の文化財　P82
	光岡校区の文化財　P84
	朝日校区の文化財　P86
	三和校区の文化財　P88
	有田校区の文化財　P90
	小野校区の文化財　P92
	大明校区の文化財　P94
	石井校区の文化財　P96
	前津江校区の文化財　P98
	津江校区の文化財　P100
	大山校区の文化財　P102
	東渓校区の文化財　P104
	いつま校区の文化財　P106

	文化財にふれてみよう！見てみよう！　P108
	施設紹介　P108
	文化財一覧　P110
	日本遺産とは　P112
	編集・執筆・協力者一覧　P116




